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■ EdTech ツールの概要

いつでもどこでも

議論開始
AIファシリテートで

意見集約

世界初となる、AIにより意見集約・議論の合意形成を支援する【D-Agree】は、

「授業でのファシリテーションと議論の見える化」を支援。探究学習で活躍します。

AI自動分類で

議論見える化
投票やレポート等で

合意形成
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■ EdTech ツールの概要

◆ AIが中立的に、リアルタイムでファシリテーション。引き出す意見は人間の２倍

◆ 生徒同士、先生と生徒の対立を回避

◆ ディスカッション内容もAIまとめで、簡単に抽出が可能

オンラインで非同期で活用可能。
学校端末、個人端末どちらでも
アクセス、議論が可能

標準販売価格１ライセンス1,000円/月（税抜）※その他トライアル導入等で試用可能
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■学校等教育機関の抱える課題

テーマ①：個別最適化における課題

学校現場で「個別最適化」を浸透させるにあたりよく出る課題点
①学習、行動履歴の可視化が難しい
→1人1人に合わせた課題配信及びその進捗確認をする工数がかかる。
②習熟度とモチベーションに格差が生まれる。
→学習の進みが早い生徒と遅い生徒、授業に臨む姿勢の差が現時点でも出ている。
③授業進行に大きな影響がある。
→1人1人に合わせた学習の場合、生徒による進度が異なる。

テーマ②：協働支援学習における課題
学校現場で協働支援学習を浸透させるにあたりよく出る課題点
①具体の施策が業者、教材ありきで教員のノウハウがない。
→場当たり的な対応で教員の明確なwillがない。
②生徒自身に基礎能力が備わっていないと授業が成り立たない。
→ある程度の知識技能を持ち合わせないと議論も思考も成り立たない。
③マンパワー不足
教員1人で40人のファシリテータとなるのはほぼ不可能。
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

■個別最適化 (清泉女学院高校)
・ 1人1人が議論テーマを持ちAIとディスカッションを実施
My Story Projectと言う探究授業に沿って、
1人1人の研究テーマを深堀するためにAIファシリテーションを活
用した議論実施。(全170テーマ)

①生徒向け説明会
講堂で動画視聴にて実施。
操作方法を覚える

②意見投稿
1人1人のディスカッションテー
マに沿った初回投稿を、全員一
斉に実施

③AIとの意見交換
投稿された意見に対しAIが返答。

授業の流れ
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

■協働学習(浜松聖星高校)
・「デジタルシチズンシップ」聖星ver.の作成

【議論テーマ一覧】
①スマートフォンを使用することによって嬉しいことは何か？
②なぜ今までルールが認められなかったのか？仮説を立ててみよう！
③「嬉しいこと」を参考に、どのようなルールが適切か議論してみよう
④「仮説」を参考にどのようにリスクを回避できるか議論しよう
⑤「使用場所」はどこが適切か？議論しよう
⑥「使う時間」はいつが良いか？議論しよう
⑦「使用用途」は何が良いか？議論しよう
⑧【教室】での「使用時間」「使用用途」を決定しよう(投票)
⑨【廊下】での「使用時間」「使用用途」を決定しよう(投票)

1.生徒向け説明会(2学期～)
各クラス授業内で動画視聴
その場でD-agree登録作業実施

2.議論テーマ①②について議論
2週間議論を行う(宿題)

3.議論テーマ①②の検証
結果を元に議論テーマ③④を
考案

上記繰り返し

実施の流れ

4.議論テーマ③④の検証
2週間議論を行う(宿題)
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■補助事業において実施したサポート内容

【実施させていただいたサポート】

研修会 定期的な議論設
計の打ち合わせ

議論のメンテナンス
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■ EdTech導入補助金2022における導入実績

下記3校との実証

■浜松聖星高校

・所在地：〒432-8018 静岡県浜松市中区蜆塚3丁目14−1

・対象学年：高1、高2全クラス

■清泉女学院高校

・所在地：〒247-0074 鎌倉市城廻200

・対象学年：中3、高1、高2全クラス

■常盤高校

・所在地：〒373-0817 群馬県太田市飯塚町141-1

・対象学年：中3、高1、高2全クラス
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■ EdTechツールによる活用効果

オンラインディスカッションを通して、1,000以上の意見、多くのアイデアを創出

抜粋：学校内でのスマートフォン使用を議論

キーワードクラウド

創出アイデア抜粋
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■ EdTechツールによる活用効果

様々なディスカッションテーマを通じて、オンライン上で課題発見や、アイデアが生まれる

抜粋：スマートフォン使用の場所 抜粋：スマートフォン使用の時間
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■ EdTechツールによる活用効果

ルール作成に取組み、一定の指針をオンライン中心で実現
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■ EdTechツールによる活用効果

生徒が、AIと1対1との対話で、自己の思考を深めるのに有効活用
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■ EdTechツールによる活用効果

生徒・AI・教員がオンライン上で特定テーマで深める為に議論展開
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■D-agreeでの議論を通した満足度を教えてください。

■左記満足度の理由(一例)
・システムがわかりやすい
・他者の意見で新しい意見を取り入れることができたから
・考え方が広がったから。
・匿名だったので誰でも気軽に意見を発信しやすかったから。
・普段議論できないことが、議論できたから
・AIがスムーズに議論を進めてくれたから。

■議論の中でよかった機能を教えてください。

【アンケート概要】
お試しいただいた3校のうち任意で回答いただいた384名

■D-agreeへの改善点(一例)
・もう少し一目でわかるように出た意見をまとめたい
・似ている意見は投稿できないようにしてほしい。
・AIがAIっぽくないほうが良い。
・議論とは関係のない投稿はポイントに加算しない機能
・自分の投稿を一覧で眺められるようにしてほしいです。

■ EdTechツールを活用した児童・生徒のコメント感想等
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■ EdTechツールを活用した教員のコメント感想等

■浜松聖聖星高校 情報関係の先生方よりコメント
・結果的にアクティブなユーザーが非常に多く、議論が活性化された。
・GWSと連動しているおり、議論の様子を実況中継してるから参加者自体が多くなった。
・議論の精度に関してはまだまだ技量が足りていないため次回への課題。
→質問に対する不適切な回答があったが、議論が進むにつれまともな意見が出てくるようになった。
・単発で終わらず継続的な議論ができたため、生徒に習慣化されたことが良かった。

■常盤高校 特進の先生方よりコメント
・一度完結した探究課題に対して違う人の視点から議論が再度展開されたことが良かった。
・時間がない中でオンラインで完結するため授業時間を使わず議論が行える点が良かった。
・不適切な発言等があり、それに傷ついてしまった生徒がいるため、ルール決めが肝要。

■清泉女学院中学 探究指導の先生方よりコメント
・AIと生徒が対話して自身の議論を振り返ろうと言う試みが非常にわくわくした。
・誹謗中傷につながるリスクを懸念していたが、杞憂であった。
・生徒によっては今までで自分が調べたことから1つ深い階層へ気づきを得ることが出来ていた。
・一方で生徒自身の議論のレベルが向上しないことにはうまく使いこなすことが難しかった。



EdTech導入補助金2022

■ EdTechツールの導入・運用における課題とその改善策

■昨年度の課題から改善できたこと(我々が改善点として挙げた3点)

①探究学習自体のゴールと、それに対応したD-Agreeの使い方が不明瞭

→ 今年度はゴールを明確にした学校ではそこまでのプロセスを考えることに従事したためスムーズ

に議論展開が可能になった。

②意見の発信やファシリテーション、意見の集約といったスキルを学ぶ機会自体がそもそも少ない

→ 議論を行うための基礎的なスキルができていないため去年同様

③議論のテーマ設定、授業での議論の仕方、を毎回の授業で設計いただくのが教員の負荷になる

→AGREEBIT側でノウハウがたまってきているため、事例展開により教員の負担軽減は期待大。ま

た、学校でのコミュニケーションツール発達により授業外でも運用が可能になった。
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会社名 AGREEBIT株式会社（アグリービット株式会社）

設立 2019年3月5日

資本金 11,650,100円（資本準備金含む−2021/3/31現在）

住所 〒451-0042 愛知県名古屋市西区那古野2丁目14番1号

代表取締役社長/CEO 桑原英人

取締役/CTO 伊藤孝行

事業内容

• 議論・合意形成のためのD-Agreeサービス・ソフトウェアの提供
• 人工知能プログラムの研究・開発
• AIに関連する教育事業、セミナー事業
• AIやソフトウェアに関するコンサルティング

採択・受賞

•2021/3/29 THE JSSA AWARD アクセラ部門最優秀賞受賞
（同時受賞 スポンサー賞 三井住友銀行賞、SMBC日興証券賞、三井住友信託銀行賞、freee 賞）
•2021/3/22 e27 award受賞（あいちスタートアップ・フェス21）
•2021/1 内閣府グローバルアクセラレーションプログラム採択
•2021/1 J-Startup CENTRAL 認定
•2020/12 日本スタートアップ支援協会第1期アクセラレーションプログラム 採択（120社中3社）

売上高 非公開

お問い合わせ窓口 https://www.agreebit.jp/contact

■会社概要
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